
１ ４

おくのえいこ県政報告 おくのえいこ県政報告

議 員 事 務 所

E-mail:okuno.eiko@lime.plala.or.jp

〒939－8073　富 山 市 大 町 ２ ８ ２
ＴＥＬ076（420）3530 ＦＡＸ076（420）3536

富山県議会自民党控室
〒930－8501　富 山 市 新 総 曲 輪１－７
ＴＥＬ

残
暑
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
夏
は
西
日
本
を
中
心
に
、
大
変
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
死

者
・
行
方
不
明
者
は
、
２
３
０
人
を
超
え
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
平

成
３０
年
７
月
２５
日
現
在
）
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
に
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
っ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

県
内
で
も
、
こ
の
雨
で
河
川
が
増
水
し
、
避
難
準
備
勧
告
が
発
令
さ
れ
た

地
域
も
あ
り
、
自
然
の
脅
威
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
や
避
難
訓
練
と
い
っ
た
防
災
活
動
の
重
要
性
、
ま
た
河
川
管
理
と
い
っ
た

土
木
行
政
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
増
水
の
際
に
も
流
れ
が
滞
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
河
川
の

浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
や
伐
木
に
も
、
し
っ
か
り
と
予
算
を
割
き
、
事
業
を

進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
後
の
９
月
補
正

予
算
に
向
け
、
河
川
関
係
予
算
の
確
保
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
体
調
に
は
十
分
ご

留
意
く
だ
さ
い
。
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２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
後
に
作
ら
れ
た
環
境
省

の
「
ペ
ッ
ト
避
難
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
と
、
原
則
、
飼

い
主
が
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
逃
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
、
「
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
」
と
「
ペ
ッ
ト
同

伴
避
難
」
の
違
い
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

「
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
」
は
、
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
避
難
し

ま
す
が
、
避
難
所
の
外
等
に
ペ
ッ
ト
専
用
ス
ペ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、
ペ
ッ
ト
と
飼
い
主
が
一
緒
の
空
間
で
過
ご
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
」
は
、
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
逃
げ
る

だ
け
で
な
く
、
避
難
所
内
で
ペ
ッ
ト
と
飼
い
主
が
同
じ
空

間
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ペ
ッ
ト
を
連
れ
た
被
災
者
は
、
車
中
泊
や
避
難
所
を
転
々

と
し
て
い
る
人
が
多
く
、
「
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
」
の
方
が

被
災
者
の
心
の
ケ
ア
に
も
繋
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

先
日
の
西
日
本
豪
雨
災
害
後
、
岡
山
県
総
社
市
で
は
、

市
長
の
指
示
で
市
役
所
の
３
階
が
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
所
と

し
て
開
放
さ
れ
ま
し
た
。
倉
敷
市
で
も
複
数
の
避
難
所
で
、

学
校
の
教
室
を
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
専
用
の
避
難
所
と
し
て

使
用
し
て
い
ま
す
。

「
ペ
ッ
ト
は
家
族
の
一
員
」

私
自
身
も
ペ
ッ
ト
を
飼
う
ま
で
は
、
命
の
危
険
が
あ
る

災
害
発
生
時
に
、
「
ペ
ッ
ト
」
と
い
う
概
念
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
今
は
「
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
」
の
重
要

性
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

避
難
す
る
人
の
中
に
は
、
以
前
の
私
の
よ
う
に
「
ペ
ッ

ト
は
家
族
の
一
員
」
と
い
っ
た
感
覚
を
共
有
で
き
な
い
人

や
動
物
が
苦
手
な
人
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
も
い
ま
す
。

全
て
の
避
難
所
を
「
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
」
に
す
る
の
で
は
な

く
、
あ
ら
か
じ
め
「
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
」
が
で
き
る
避
難
所

を
指
定
し
、
ペ
ッ
ト
が
い
る
人
も
い
な
い
人
も
、
そ
れ
ぞ

れ
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
空
間
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

「
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
」
し
た
い
人
は
ど
こ
に
行
け
ば
い

い
の
か
、
そ
の
避
難
所
で
は
他
の
避
難
所
と
は
違
う
ル
ー

ル
や
物
資
の
準
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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Ｑ．
試
案
と
な
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
項
目
は
、
先
進
的
な
研
究

を
し
て
い
る
大
学
の
研
究
室
や
企
業
の
研
究
結
果
の
活
用
や

共
同
研
究
が
有
益
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

Ｑ．
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
際
に
は
、
教
育
分
野
だ
け
で

な
く
、
医
療
分
野
の
専
門
家
で
あ
る
児
童
精
神
科
医
や
児
童

相
談
所
・
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
等
、
福
祉
分
野
の
専
門
家

に
も
協
力
を
仰
ぎ
、
様
々
な
分
野
の
専
門
家
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

医
療
分
野
の
専
門
家
か
ら
は
、
事
業
の
意
義
・
目
的
の
設
定

等
、
事
業
そ
の
も
の
の
在
り
方
か
ら
各
分
野
の
専
門
家
が
意
見

集
約
を
行
い
、
事
業
の
進
め
方
や
役
割
分
担
を
協
議
す
べ
き
で

あ
り
、
試
案
の
作
成
過
程
に
こ
そ
、
医
療
分
野
の
専
門
家
が
不

可
欠
と
聞
い
て
い
る
。
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試
案
は
、
発
達
障
が
い
の
専
門
家
で
あ
る
大
学
教
授
の
指
導
を
も

ら
い
な
が
ら
進
め
る
。

ま
た
、
こ
の
試
案
を
基
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
検
討
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
も
、
大
学
教
授
や
小
児
神
経
科
の
医
師
な

ど
専
門
家
の
方
々
か
ら
指
導
を
も
ら
う
。

よ
り
良
い
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な
分

野
の
専
門
家
の
意
見
を
幅
広
く
伺
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
試

案
の
作
成
段
階
か
ら
、
本
県
の
子
供
の
支
援
拠
点
施
設
で
あ
る
県
こ

ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
や
児
童
精
神
科
医
、
福
祉
分
野
の
専
門
家
に
も

協
力
し
て
も
ら
い
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成
を
進
め
た
い
。

Ａ．
教
育
長

教
員
の
経
験
や
主
観
な
ど
に
よ
っ
て
結
果
に
差
異
が
生
じ
な
い
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
、
個
別
の
教
育
支
援

計
画
の
策
定
に
結
び
つ
く
も
の
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
参
考
と
す
る
資
料
に
つ
い
て
幅
広
く
収
集
し
て
お
り
、

例
え
ば
、
こ
の
４
月
に
琉
球
大
学
の
教
授
を
招
き
、
教
育
委
員
会
の

研
修
会
で
講
演
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
こ
で
い
た
だ
い
た
研
究

結
果
も
参
考
に
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

委
員
ご
提
案
の
と
お
り
、
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
を
は

じ
め
、
各
大
学
や
企
業
の
研
究
に
も
幅
広
く
目
を
向
け
、
必
要
に
応

じ
て
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
検
討
を
進
め
た
い
。

Ａ．
教
育
長
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平
成
30
年
６
月
25
日
　

予
算
特
別
委
員
会（
一
部
抜
粋
）

ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

Ｑ．
ス
ポ
ー
ツ
を
目
的
と
し
た
県
外
・
海
外
か
ら
の
旅
行
者
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、

今
後
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
図
る
の
か
問
う
。

す
べ
て
の
子
供
た
ち
に
対
す
る
適
切
な
教
育
委
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て

Ｑ．
本
年
度
、
発
達
障
害
教
育
支
援
事
業
に
お
い
て
、
早
期
に
発
達
障
が
い
の
疑

い
に
気
付
き
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
供
た
ち
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
作
成
の
目
的
に
つ
い
て
問
う
。

Ｑ．
本
県
の
「
元
気
と
や
ま
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
」
は
、
平
成
24
年
４
月
に
策
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
新
し
い
概
念
を
盛
り
込
ん
だ
国
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
対

応
で
き
て
い
な
い
が
、
「
元
気
と
や
ま
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
」
の
改
定
の
目
途

に
つ
い
て
問
う
。

Ｑ．
「
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
」
に
つ
い
て
、
富
山
県
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
将
来

性
に
つ
い
て
問
う
。

平
成
２８
年
度
に
お
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
の
小
児
神
経
科
、
お
よ
び
児
童
精
神
科
を
受

診
し
た
子
供
の
う
ち
、
専
門
家
の
見
立
て
で
は
、
８
割
程
度
は
発
達
障
が
い
が
あ
る
と

診
断
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
発
達
障
が
い
の
症
状
や
程
度
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
診
断

後
の
発
達
の
過
程
、
療
育
支
援
や
周
辺
の
環
境
等
に
よ
っ
て
状
態
が
変
化
す
る
こ
と
か

ら
、
セ
ン
タ
ー
で
は
受
診
し
た
子
供
や
そ
の
家
族
に
対
し
、
専
門
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

Ａ．
厚
生
部
長

海
・
山
・
川
等
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
、
本
県
な
ら
で
は
の
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
資

源
の
発
掘
と
、
そ
れ
を
軸
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
構
築
、
さ
ら
に
各
種
合
宿

誘
致
も
踏
ま
え
、
戦
略
的
な
情
報
発
信
が
必
要
。

Ｑ．
発
達
障
が
い
の
疑
い
も
含
め
、
本
県
に
お
け
る
医
療
面
で
の
支
援
拠
点
で
あ

る
富
山
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
を
受
診
し

た
子
供
の
う
ち
、
発
達
障
が
い
で
は
な
い
と
診
断
さ
れ
た
子
供
の
割
合
に
つ

い
て
問
う
。

Ｑ．
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
①
現
場
の
教
員
の
経
験
や
力
量
、

主
観
に
よ
っ
て
結
果
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
②
教
育
現
場

に
お
い
て
、
障
が
い
児
で
あ
る
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
貼
り
や
差
別
の
助
長
に
つ

な
が
る
危
険
が
あ
る
。

ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
結
果
が
保
護
者
に
適
正
に
伝
わ
ら
な
い
と
、
保
護
者
の
不

安
が
増
し
、
③
本
来
医
療
機
関
を
受
診
す
る
必
要
の
な
い
子
供
が
受
診
す
る

こ
と
で
、
本
当
に
必
要
な
子
供
へ
の
受
診
や
支
援
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
で

き
な
く
な
る
危
険
性
が
あ
る
。
④
医
療
機
関
で
発
達
障
が
い
で
は
な
い
と
診

断
さ
れ
た
場
合
、
保
護
者
と
学
校
・
教
員
と
の
信
頼
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す

懸
念
も
あ
る
。

そ
れ
ら
の
懸
念
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
問
う
。

Ａ．
総
合
政
策
局
長

平
成
２３
年
度
に
「
元
気
と
や
ま
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
平
成
２
４
年
４
月

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

プ
ラ
ン
は
、
概
ね
１０
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
い
る
が
、
国
の
「
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ

基
本
計
画
」
や
、
県
の
新
総
合
計
画
を
踏
ま
え
た
プ
ラ
ン
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
契
機
に
、
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
や
新
た
な
課
題
等
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
今
年
度
後
半
か
ら
準
備
を
始
め
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取
り
組

み
た
い
。

Ａ．
教
育
長

早
期
に
発
達
障
が
い
の
疑
い
に
気
付
き
、
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、

専
門
性
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
教
育
委
員
会
や
小
中
高
校
の
校
長
会
か

ら
、
子
供
達
の
行
動
を
見
る
と
き
の
観
点
や
気
に
な
る
子
供
達
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
把

握
な
ど
が
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
提
供
を
要
望
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
発
達
障
が
い
の
有
無
を
判
断
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な

く
、
早
期
に
発
達
障
が
い
の
疑
い
に
気
付
き
、
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。

Ａ．
教
育
長

委
員
か
ら
話
の
あ
っ
た
懸
念
が
生
じ
な
い
よ
う
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成
に
あ
た

っ
て
は
、
幅
広
い
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
し
っ

か
り
議
論
し
て
も
ら
う
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
に
あ
た
っ
て
も
、
目
的
や
活
用
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
、

例
え
ば
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
発
達
障
が
い
の
有
無
を
判
断
す
る
た
め
の
も
の
で
は

な
い
こ
と
な
ど
を
十
分
学
校
に
周
知
し
、
適
切
な
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

国
が
昨
年
改
定
し
た
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
で
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長

産
業
化
」
と
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
」
と
い
う
ふ
た
つ
の
概
念
が
新

た
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
　
　
　

「
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
」
は
、
収
益
性
の
あ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ

の
整
備
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
ス
ポ
ー
ツ
実
施
に
伴
う
関

連
産
業
等
の
需
要
を
拡
大
さ
せ
、
そ
の
収
益
を
ス
ポ
ー
ツ
へ
再
投
資
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
「
す
る
、
み
る
、
支
え
る
」
参
画
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
も
の
。

日
本
政
策
投
資
銀
行
で
は
、
平
成
27
年
の
ス
ポ
ー
ツ
市
場
規
模
を
5.5
兆
円
と
試

算
。
国
の
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
で
は
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
10
兆
円
、
２

０
２
５
年
ま
で
に
15
兆
円
に
拡
大
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

Ｐ
I
C
K 
U
P
　

国
の
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
は
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
ス
ポ
ー
ツ
の
機
運
が
盛
り
上
が
る
こ
と
を
想
定
し
て

計
画
さ
れ
て
お
り
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
速
や
か
に
地
方
計
画
を
改
定
、

ま
た
は
策
定
し
、
関
係
部
局
・
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
施
策
に
取
り
組
む
よ
う
求

め
て
い
る
。

Ｐ
I
C
K 

U
P
　

発
達
障
が
い
と
は
、
脳
の
機
能
障
害
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
医
療
機
関

で
は
、
心
理
的
、
ま
た
は
環
境
的
な
因
子
で
、
一
時
的
に
発
達
障
が
い
と
類
似
の

行
動
を
呈
す
る
子
供
た
ち
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

Ｐ
I
C
K 

U
P
　

富
山
マ
ラ
ソ
ン
や
湾
岸
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
は
じ
め
、
近
年
、
県
内
各
地
で
海
や
山
な

ど
、
本
県
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
型
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
実
施

さ
れ
て
い
る
。
県
内
の
３
プ
ロ
チ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
は
、
県
内
外
か
ら
フ
ァ
ン

が
訪
れ
て
い
る
。
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ
る

が
、
伸
び
悩
ん
で
い
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
。

ま
た
、
県
民
の
健
康
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
や
企
業
に
お
け
る
健
康
経
営
の
取
組

み
等
の
推
進
に
よ
り
、
県
内
の
関
連
産
業
の
需
要
が
拡
大
す
る
と
い
っ
た
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
あ
る
。

本
県
の
自
然
環
境
や
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
や
県

民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
成
長
産
業

化
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

Ａ．
知
　

事

世
界
に
誇
る
富
山
湾
や
立
山
連
峰
の
美
し
く
雄
大
な
自
然
景
観
、
富
岩
運
河
環
水
公

園
、
歴
史
・
文
化
が
息
づ
く
町
並
み
な
ど
、
全
国
に
誇
る
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多

く
あ
る
。
こ
う
し
た
環
境
の
な
か
で
、
県
外
・
海
外
か
ら
本
県
へ
来
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
、
観
光
振
興
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

に
な
る
。

県
で
は
、
Ｗ
ｉ
｜

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
促
進
、
多
言
語
表
記
・
案
内
の
充
実
な
ど
受
入

れ
環
境
の
整
備
の
ほ
か
、
「
と
や
ま
観
光
ナ
ビ
」
の
多
言
語
化
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対

応
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県
外
の
大
学
の
部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
の
合
宿
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
お
り
、
平
成
２９
年
度
実
績
は
８６
団
体
、
延
べ
宿
泊

者
数
１
７，
４
２
０
人
超
と
、
８
年
前
の
２．２
倍
と
な
っ
た
。

Ｑ．
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
の
設
立
が
有
効
で
あ
り
、
部
局
横
断
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
市
町
村

の
協
力
が
必
要
な
た
め
、
ま
ず
は
県
が
立
ち
上
げ
を
主
導
し
、
将
来
的
に
は

自
立
で
き
る
組
織
の
在
り
方
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
で
も
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
設
立
を
推
進
し
て
い
る
。
本
県

は
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
成
功
し
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
成
功
実
績
も
あ
り

特
に
有
効
と
考
え
る
。

地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
既

存
の
協
議
会
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
事
例
で
は
、
単
独
で
の
合
宿
誘
致

が
困
難
な
町
村
な
ど
が
、
誘
致
に
成
功
し
、

施
設
の
有
効
活
用
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
組
織
団
体
間
の
連
携
が
上

手
く
と
れ
ず
、
誘
致
で
き
て
も
交
流
人

口
の
増
加
や
経
済
効
果
に
結
び
つ
か
ず
、

財
源
が
行
政
の
負
担
金
頼
み
に
な
る
な

ど
の
課
題
も
見
受
け
ら
れ
る
。

県
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
映

画
や
ド
ラ
マ
等
の
撮
影
の
誘
致
、
支
援

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
富
山
ロ
ケ
が
実
現
し
て

お
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
ス
ポ
ー
ツ
大

会
等
の
誘
致
に
生
か
せ
る
か
ど
う
か
検

討
し
た
い
。

平
成
30
年
６
月
25
日
　

予
算
特
別
委
員
会（
一
部
抜
粋
）

Ａ．
知
　

事

Ａ．
知
　

事
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平
成
30
年
６
月
25
日
　

予
算
特
別
委
員
会（
一
部
抜
粋
）

ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

Ｑ．
ス
ポ
ー
ツ
を
目
的
と
し
た
県
外
・
海
外
か
ら
の
旅
行
者
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、

今
後
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
図
る
の
か
問
う
。

す
べ
て
の
子
供
た
ち
に
対
す
る
適
切
な
教
育
委
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て

Ｑ．
本
年
度
、
発
達
障
害
教
育
支
援
事
業
に
お
い
て
、
早
期
に
発
達
障
が
い
の
疑

い
に
気
付
き
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
供
た
ち
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
作
成
の
目
的
に
つ
い
て
問
う
。

Ｑ．
本
県
の
「
元
気
と
や
ま
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
」
は
、
平
成
24
年
４
月
に
策
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
新
し
い
概
念
を
盛
り
込
ん
だ
国
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
対

応
で
き
て
い
な
い
が
、
「
元
気
と
や
ま
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
」
の
改
定
の
目
途

に
つ
い
て
問
う
。

Ｑ．
「
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
」
に
つ
い
て
、
富
山
県
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
将
来

性
に
つ
い
て
問
う
。

平
成
２８
年
度
に
お
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
の
小
児
神
経
科
、
お
よ
び
児
童
精
神
科
を
受

診
し
た
子
供
の
う
ち
、
専
門
家
の
見
立
て
で
は
、
８
割
程
度
は
発
達
障
が
い
が
あ
る
と

診
断
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
発
達
障
が
い
の
症
状
や
程
度
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
診
断

後
の
発
達
の
過
程
、
療
育
支
援
や
周
辺
の
環
境
等
に
よ
っ
て
状
態
が
変
化
す
る
こ
と
か

ら
、
セ
ン
タ
ー
で
は
受
診
し
た
子
供
や
そ
の
家
族
に
対
し
、
専
門
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

Ａ．
厚
生
部
長

海
・
山
・
川
等
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
、
本
県
な
ら
で
は
の
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
資

源
の
発
掘
と
、
そ
れ
を
軸
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
構
築
、
さ
ら
に
各
種
合
宿

誘
致
も
踏
ま
え
、
戦
略
的
な
情
報
発
信
が
必
要
。

Ｑ．
発
達
障
が
い
の
疑
い
も
含
め
、
本
県
に
お
け
る
医
療
面
で
の
支
援
拠
点
で
あ

る
富
山
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
を
受
診
し

た
子
供
の
う
ち
、
発
達
障
が
い
で
は
な
い
と
診
断
さ
れ
た
子
供
の
割
合
に
つ

い
て
問
う
。

Ｑ．
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
①
現
場
の
教
員
の
経
験
や
力
量
、

主
観
に
よ
っ
て
結
果
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
②
教
育
現
場

に
お
い
て
、
障
が
い
児
で
あ
る
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
貼
り
や
差
別
の
助
長
に
つ

な
が
る
危
険
が
あ
る
。

ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
結
果
が
保
護
者
に
適
正
に
伝
わ
ら
な
い
と
、
保
護
者
の
不

安
が
増
し
、
③
本
来
医
療
機
関
を
受
診
す
る
必
要
の
な
い
子
供
が
受
診
す
る

こ
と
で
、
本
当
に
必
要
な
子
供
へ
の
受
診
や
支
援
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
で

き
な
く
な
る
危
険
性
が
あ
る
。
④
医
療
機
関
で
発
達
障
が
い
で
は
な
い
と
診

断
さ
れ
た
場
合
、
保
護
者
と
学
校
・
教
員
と
の
信
頼
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す

懸
念
も
あ
る
。

そ
れ
ら
の
懸
念
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
問
う
。

Ａ．
総
合
政
策
局
長

平
成
２３
年
度
に
「
元
気
と
や
ま
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
平
成
２
４
年
４
月

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

プ
ラ
ン
は
、
概
ね
１０
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
い
る
が
、
国
の
「
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ

基
本
計
画
」
や
、
県
の
新
総
合
計
画
を
踏
ま
え
た
プ
ラ
ン
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
契
機
に
、
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
や
新
た
な
課
題
等
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
今
年
度
後
半
か
ら
準
備
を
始
め
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取
り
組

み
た
い
。

Ａ．
教
育
長

早
期
に
発
達
障
が
い
の
疑
い
に
気
付
き
、
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、

専
門
性
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
教
育
委
員
会
や
小
中
高
校
の
校
長
会
か

ら
、
子
供
達
の
行
動
を
見
る
と
き
の
観
点
や
気
に
な
る
子
供
達
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
把

握
な
ど
が
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
提
供
を
要
望
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
発
達
障
が
い
の
有
無
を
判
断
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な

く
、
早
期
に
発
達
障
が
い
の
疑
い
に
気
付
き
、
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。

Ａ．
教
育
長

委
員
か
ら
話
の
あ
っ
た
懸
念
が
生
じ
な
い
よ
う
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成
に
あ
た

っ
て
は
、
幅
広
い
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
し
っ

か
り
議
論
し
て
も
ら
う
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
に
あ
た
っ
て
も
、
目
的
や
活
用
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
、

例
え
ば
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
発
達
障
が
い
の
有
無
を
判
断
す
る
た
め
の
も
の
で
は

な
い
こ
と
な
ど
を
十
分
学
校
に
周
知
し
、
適
切
な
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

国
が
昨
年
改
定
し
た
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
で
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長

産
業
化
」
と
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
」
と
い
う
ふ
た
つ
の
概
念
が
新

た
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
　
　
　

「
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
」
は
、
収
益
性
の
あ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ

の
整
備
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
ス
ポ
ー
ツ
実
施
に
伴
う
関

連
産
業
等
の
需
要
を
拡
大
さ
せ
、
そ
の
収
益
を
ス
ポ
ー
ツ
へ
再
投
資
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
「
す
る
、
み
る
、
支
え
る
」
参
画
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
も
の
。

日
本
政
策
投
資
銀
行
で
は
、
平
成
27
年
の
ス
ポ
ー
ツ
市
場
規
模
を
5.5
兆
円
と
試

算
。
国
の
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
で
は
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
10
兆
円
、
２

０
２
５
年
ま
で
に
15
兆
円
に
拡
大
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
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国
の
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
は
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
ス
ポ
ー
ツ
の
機
運
が
盛
り
上
が
る
こ
と
を
想
定
し
て

計
画
さ
れ
て
お
り
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
速
や
か
に
地
方
計
画
を
改
定
、

ま
た
は
策
定
し
、
関
係
部
局
・
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
施
策
に
取
り
組
む
よ
う
求

め
て
い
る
。

Ｐ
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発
達
障
が
い
と
は
、
脳
の
機
能
障
害
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
医
療
機
関

で
は
、
心
理
的
、
ま
た
は
環
境
的
な
因
子
で
、
一
時
的
に
発
達
障
が
い
と
類
似
の

行
動
を
呈
す
る
子
供
た
ち
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
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富
山
マ
ラ
ソ
ン
や
湾
岸
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
は
じ
め
、
近
年
、
県
内
各
地
で
海
や
山
な

ど
、
本
県
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
型
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
実
施

さ
れ
て
い
る
。
県
内
の
３
プ
ロ
チ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
は
、
県
内
外
か
ら
フ
ァ
ン

が
訪
れ
て
い
る
。
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ
る

が
、
伸
び
悩
ん
で
い
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
。

ま
た
、
県
民
の
健
康
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
や
企
業
に
お
け
る
健
康
経
営
の
取
組

み
等
の
推
進
に
よ
り
、
県
内
の
関
連
産
業
の
需
要
が
拡
大
す
る
と
い
っ
た
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
あ
る
。

本
県
の
自
然
環
境
や
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
や
県

民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
成
長
産
業

化
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

Ａ．
知
　

事

世
界
に
誇
る
富
山
湾
や
立
山
連
峰
の
美
し
く
雄
大
な
自
然
景
観
、
富
岩
運
河
環
水
公

園
、
歴
史
・
文
化
が
息
づ
く
町
並
み
な
ど
、
全
国
に
誇
る
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多

く
あ
る
。
こ
う
し
た
環
境
の
な
か
で
、
県
外
・
海
外
か
ら
本
県
へ
来
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
、
観
光
振
興
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

に
な
る
。

県
で
は
、
Ｗ
ｉ
｜

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
促
進
、
多
言
語
表
記
・
案
内
の
充
実
な
ど
受
入

れ
環
境
の
整
備
の
ほ
か
、
「
と
や
ま
観
光
ナ
ビ
」
の
多
言
語
化
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対

応
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県
外
の
大
学
の
部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
の
合
宿
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
お
り
、
平
成
２９
年
度
実
績
は
８６
団
体
、
延
べ
宿
泊

者
数
１
７，
４
２
０
人
超
と
、
８
年
前
の
２．２
倍
と
な
っ
た
。

Ｑ．
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
の
設
立
が
有
効
で
あ
り
、
部
局
横
断
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
市
町
村

の
協
力
が
必
要
な
た
め
、
ま
ず
は
県
が
立
ち
上
げ
を
主
導
し
、
将
来
的
に
は

自
立
で
き
る
組
織
の
在
り
方
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
で
も
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
設
立
を
推
進
し
て
い
る
。
本
県

は
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
成
功
し
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
成
功
実
績
も
あ
り

特
に
有
効
と
考
え
る
。

地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
既

存
の
協
議
会
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
事
例
で
は
、
単
独
で
の
合
宿
誘
致

が
困
難
な
町
村
な
ど
が
、
誘
致
に
成
功
し
、

施
設
の
有
効
活
用
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
組
織
団
体
間
の
連
携
が
上

手
く
と
れ
ず
、
誘
致
で
き
て
も
交
流
人

口
の
増
加
や
経
済
効
果
に
結
び
つ
か
ず
、

財
源
が
行
政
の
負
担
金
頼
み
に
な
る
な

ど
の
課
題
も
見
受
け
ら
れ
る
。

県
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
映

画
や
ド
ラ
マ
等
の
撮
影
の
誘
致
、
支
援

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
富
山
ロ
ケ
が
実
現
し
て

お
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
ス
ポ
ー
ツ
大

会
等
の
誘
致
に
生
か
せ
る
か
ど
う
か
検

討
し
た
い
。

平
成
30
年
６
月
25
日
　

予
算
特
別
委
員
会（
一
部
抜
粋
）

Ａ．
知
　

事
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知
　

事
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残
暑
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
夏
は
西
日
本
を
中
心
に
、
大
変
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
死

者
・
行
方
不
明
者
は
、
２
３
０
人
を
超
え
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
平

成
３０
年
７
月
２５
日
現
在
）
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
に
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
っ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

県
内
で
も
、
こ
の
雨
で
河
川
が
増
水
し
、
避
難
準
備
勧
告
が
発
令
さ
れ
た

地
域
も
あ
り
、
自
然
の
脅
威
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
や
避
難
訓
練
と
い
っ
た
防
災
活
動
の
重
要
性
、
ま
た
河
川
管
理
と
い
っ
た

土
木
行
政
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
増
水
の
際
に
も
流
れ
が
滞
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
河
川
の

浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
や
伐
木
に
も
、
し
っ
か
り
と
予
算
を
割
き
、
事
業
を

進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
後
の
９
月
補
正

予
算
に
向
け
、
河
川
関
係
予
算
の
確
保
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
体
調
に
は
十
分
ご

留
意
く
だ
さ
い
。
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Facebook
ホームページ http://www.okunoeiko.jp/　ぜひご覧ください。
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２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
後
に
作
ら
れ
た
環
境
省

の
「
ペ
ッ
ト
避
難
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
と
、
原
則
、
飼

い
主
が
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
逃
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
、
「
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
」
と
「
ペ
ッ
ト
同

伴
避
難
」
の
違
い
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

「
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
」
は
、
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
避
難
し

ま
す
が
、
避
難
所
の
外
等
に
ペ
ッ
ト
専
用
ス
ペ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、
ペ
ッ
ト
と
飼
い
主
が
一
緒
の
空
間
で
過
ご
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
」
は
、
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
逃
げ
る

だ
け
で
な
く
、
避
難
所
内
で
ペ
ッ
ト
と
飼
い
主
が
同
じ
空

間
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ペ
ッ
ト
を
連
れ
た
被
災
者
は
、
車
中
泊
や
避
難
所
を
転
々

と
し
て
い
る
人
が
多
く
、
「
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
」
の
方
が

被
災
者
の
心
の
ケ
ア
に
も
繋
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

先
日
の
西
日
本
豪
雨
災
害
後
、
岡
山
県
総
社
市
で
は
、

市
長
の
指
示
で
市
役
所
の
３
階
が
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
所
と

し
て
開
放
さ
れ
ま
し
た
。
倉
敷
市
で
も
複
数
の
避
難
所
で
、

学
校
の
教
室
を
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
専
用
の
避
難
所
と
し
て

使
用
し
て
い
ま
す
。

「
ペ
ッ
ト
は
家
族
の
一
員
」

私
自
身
も
ペ
ッ
ト
を
飼
う
ま
で
は
、
命
の
危
険
が
あ
る

災
害
発
生
時
に
、
「
ペ
ッ
ト
」
と
い
う
概
念
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
今
は
「
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
」
の
重
要

性
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

避
難
す
る
人
の
中
に
は
、
以
前
の
私
の
よ
う
に
「
ペ
ッ

ト
は
家
族
の
一
員
」
と
い
っ
た
感
覚
を
共
有
で
き
な
い
人

や
動
物
が
苦
手
な
人
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
も
い
ま
す
。

全
て
の
避
難
所
を
「
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
」
に
す
る
の
で
は
な

く
、
あ
ら
か
じ
め
「
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
」
が
で
き
る
避
難
所

を
指
定
し
、
ペ
ッ
ト
が
い
る
人
も
い
な
い
人
も
、
そ
れ
ぞ

れ
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
空
間
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

「
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
」
し
た
い
人
は
ど
こ
に
行
け
ば
い

い
の
か
、
そ
の
避
難
所
で
は
他
の
避
難
所
と
は
違
う
ル
ー

ル
や
物
資
の
準
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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Ｑ．
試
案
と
な
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
項
目
は
、
先
進
的
な
研
究

を
し
て
い
る
大
学
の
研
究
室
や
企
業
の
研
究
結
果
の
活
用
や

共
同
研
究
が
有
益
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

Ｑ．
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
際
に
は
、
教
育
分
野
だ
け
で

な
く
、
医
療
分
野
の
専
門
家
で
あ
る
児
童
精
神
科
医
や
児
童

相
談
所
・
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
等
、
福
祉
分
野
の
専
門
家

に
も
協
力
を
仰
ぎ
、
様
々
な
分
野
の
専
門
家
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

医
療
分
野
の
専
門
家
か
ら
は
、
事
業
の
意
義
・
目
的
の
設
定

等
、
事
業
そ
の
も
の
の
在
り
方
か
ら
各
分
野
の
専
門
家
が
意
見

集
約
を
行
い
、
事
業
の
進
め
方
や
役
割
分
担
を
協
議
す
べ
き
で

あ
り
、
試
案
の
作
成
過
程
に
こ
そ
、
医
療
分
野
の
専
門
家
が
不

可
欠
と
聞
い
て
い
る
。
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試
案
は
、
発
達
障
が
い
の
専
門
家
で
あ
る
大
学
教
授
の
指
導
を
も

ら
い
な
が
ら
進
め
る
。

ま
た
、
こ
の
試
案
を
基
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
検
討
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
も
、
大
学
教
授
や
小
児
神
経
科
の
医
師
な

ど
専
門
家
の
方
々
か
ら
指
導
を
も
ら
う
。

よ
り
良
い
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な
分

野
の
専
門
家
の
意
見
を
幅
広
く
伺
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
試

案
の
作
成
段
階
か
ら
、
本
県
の
子
供
の
支
援
拠
点
施
設
で
あ
る
県
こ

ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
や
児
童
精
神
科
医
、
福
祉
分
野
の
専
門
家
に
も

協
力
し
て
も
ら
い
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成
を
進
め
た
い
。

Ａ．
教
育
長

教
員
の
経
験
や
主
観
な
ど
に
よ
っ
て
結
果
に
差
異
が
生
じ
な
い
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
、
個
別
の
教
育
支
援

計
画
の
策
定
に
結
び
つ
く
も
の
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
参
考
と
す
る
資
料
に
つ
い
て
幅
広
く
収
集
し
て
お
り
、

例
え
ば
、
こ
の
４
月
に
琉
球
大
学
の
教
授
を
招
き
、
教
育
委
員
会
の

研
修
会
で
講
演
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
こ
で
い
た
だ
い
た
研
究

結
果
も
参
考
に
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

委
員
ご
提
案
の
と
お
り
、
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
を
は

じ
め
、
各
大
学
や
企
業
の
研
究
に
も
幅
広
く
目
を
向
け
、
必
要
に
応

じ
て
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
検
討
を
進
め
た
い
。

Ａ．
教
育
長

虎太郎 ５才10ヶ月


